
【 令 和 7 年 度 重 点 施 策 】 
 

１．車両荷役時の安全確認の徹底 
  ・誘導員とドライバーの円滑なコミュニケーションにより安全な乗下船に努めるとともに、車両誘導時の接触等の事故削減に向けて研修を

実施します。 

【実施目標】 

・海陸合同研修 3 回 

・船内研修 3 回 

 

２．緊急時の避難誘導体制の確立 
・緊急時の BCP に基づき、海陸連携した避難訓練及び客室消火プランに基づく乗客の誘導訓練を実施します。 

【実施目標】 

・避難・誘導訓練３回 

 

３．航海中の操船等に関する訓練 

  ・他社船の事故例について勉強会を開催し海上法規や機器等の理解を深め情報共有体制を構築します。 

  ・瀬⼾内海航⾏のシミュレーション訓練を実施し、荒天時の第二基準航路航⾏の安全運航に努めます。 


